
 

 

  

 

  

 

 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
月 

日
、
大
倉
小
学
校
で
は
最
後
の
卒
業
児
童
と
な

る 

名
の
子
ど
も
達
が
巣
立
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
３
月 

日
（
日
）
に
は
、
大
倉
地
域
の
方
々
が

集
ま
り
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
「
大
倉
小
学
校
閉
校
式
」
が

行
わ
れ
、
在
校
生
最
後
の
居
合
演
武
と
合
唱
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

閉
校
式
終
了
後
に
は
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
を
会
場
に

「
思
い
出
を
語
る
会
」
が
行
わ
れ
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
を

忘
れ
て
、
大
倉
小
学
校
に
通
っ
た
懐
か
し
い
思
い
出
を
語

り
合
い
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
、
四
千
七
百
余
名
子
ど
も
た
ち
を
送
り
出
し

て
く
れ
た
学
校
と
、
地
域
の
学
校
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

大
倉
地
域
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
歴
代
の
教
職
員
の
方
々
に

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

おおくら 
   ★市民センターだより★ 

 

  
平成２５年５月１日発行 
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旧
大
倉
小
学
校

桜
並
木 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

 閉
校
し
ま
し
た
旧

大
倉
小
学
校
の
桜
並

木
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。 

今
年
の
桜
は
鳥
害

の
影
響
が
あ
り
、
花

芽
が
少
な
め
で
す

が
、
多
く
の
児
童
を

見
守
っ
て
く
れ
た
桜

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 期
間
・
時
間 

 

～
５
月
６
日
ま
で 

 

午
後
６
時 

分
～ 

 
 

 
 

 

午
後
９
時 

 

※
駐
車
場
は
大
倉
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

環
境
美
化
に
努
め
て
い

ま
す
。
ゴ
ミ
は
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。 

30 

10 



部
会
員 

 

新
山
地
区
体
育
指
導
員  

髙
橋
直
樹 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
体
育
指
導
員  

齋
藤 

豊 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

南
原
地
区
体
育
指
導
員  

髙
橋
和
博 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

大
倉
子
ど
も
会
育
成
会
会
長  

髙
橋
史
直 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

大
上
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
会
長 

齋
藤
真
弓 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
会
長 

鈴
木
宏
平 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

金
谷
南
原
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
会
長 

井
上
一
之
介
（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
会
長 

渡
部
江
里
子
（
行
川
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
会
長 

笹
原
芳
彦 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
会
長 

齋
藤
光
幸 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長 

淀
川 

曻 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長 

工
藤
一
正 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
計 

鈴
木
藤
雄 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長  

笹
原
純
太
郎
（
中
沢
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長  

齋
藤
徳
士 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

南
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長  

渡
辺 

誠 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

大
倉｢

夢｣

ク
ラ
ブ
代
表  

鈴
木
健
治 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

大
倉｢

夢｣

ク
ラ
ブ
副
代
表  

奥
山 

守 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

委
嘱
有
識
者         

笹
原 

泉 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

委
嘱
有
識
者         

齋
藤
浩
二 

（
林
崎
） 

部
会
協
力
員 

大
倉
子
ど
も
会
育
成
会
副
会
長 

金
子
一
志 

（
大
上
） 

  

監 

事 
 

消
防
団
第
３
分
団
警
備
部
長  

鈴
木
孝
志 

（
行
川
） 

監 

事 

大
倉
子
ど
も
会
育
成
会
副
会
長 

金
子
一
志 

（
大
上
） 

  

事
務
局 

 

大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
地
域
専
門
員 

竹
村 

浩 

（
市
民
セ
ン
タ
ー

） 

事
務
局 

大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
地
域
づ
く
り
推
進
員 

板
垣
絵
理
子
（
行
川
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
月 
日(
土)

に
大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
に
お
い
て
、
平
成 

年
度
の
事
業
・
決
算
の
承
認
の
ほ
か
、
平
成 

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
主
体
と
な
っ
た
美
し
い
郷 

「
お
お
く
ら
」
を
目
指
し
て
、
よ
り
大
倉
ら
し
い
「
元
気
な
街
づ
く
り
」
を
行
い
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を
集
め
、
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。 

平
成 

年
度
役
員
及
び
委
員
（
部
会
員
）
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協
議
会
の
今
年
度
の
委
員 

会 

長(

理
事
長
兼) 

行
川
地
区
会
長 

鈴
木
忠
彦 

（
行
川
） 

副
会
長(

副
理
事
長
兼)

新
山
地
区
会
長 

齋
藤
勝
男 

（
新
山
） 

副
会
長(

副
理
事
長
兼)

林
崎
地
区
会
長 

齋
藤
一
雄 

（
林
崎
） 

理 

事 
 

大
上
地
区
会
長 

 
 

西
山 

眞 

（
大
上
） 

理 

事 
 

金
谷
地
区
会
長 

 
 

奥
山
眞
一 

（
金
谷
） 

理 

事 
 

中
沢
地
区
会
長 

 
 

鈴
木
達
夫 

（
中
沢
） 

理 

事 
 

南
原
地
区
会
長 

 
 

髙
橋
正
四 

（
南
原
） 

 

◆
防
災
安
全
部
会 

部
会
長 

 

理
事 

 
 
 
 
 
 

奥
山
眞
一 

（
金
谷
） 

副
部
会
長 

理
事 

 
 
 
 
 
 

鈴
木
達
夫 

（
中
沢
） 

副
部
会
長 

消
防
団
第
３
分
団
長 

髙
橋
健
夫 

（
新
山
） 

副
部
会
長 

大
倉
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長 

齋
藤
ケ
イ
子
（
大
上
） 

副
部
会
長 

村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
林
崎
地
区
理
事 

石
川
俊
美 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
副
分
団
長 

太
田
豊
幸 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
林
崎
大
上
地
区
担
当 

竹
村 

享 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
金
谷
南
原
地
区
担
当 

野
口 

勝 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
行
川
地
区
担
当 

鈴
木 

進 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
中
沢
地
区
担
当 

鈴
木
一
正 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

消
防
団
第
３
分
団
新
山
地
区
担
当 

齋
藤
一
治 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長 

鈴
木
キ
ク
ヨ
（
林
崎
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長   

渡
辺
博
子 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長   

安
孫
子
日
登
美
（
行
川
） 

部
会
員 
 

中
沢
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長 

鈴
木
し
づ
子
（
中
沢
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長 

齋
藤
ヨ
シ
子
（
新
山
） 

部
会
員 

 

南
原
地
区
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長   

齋
藤
和
子 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
長  

鈴
木
健
治 

（
行
川
） 

 

部
会
員 

 

村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
大
上
地
区
理
事 

植
松 

悟 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
金
谷
地
区
理
事 

石
川
真
二 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
中
沢
地
区
理
事 

鈴
木 

清 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 
村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
新
山
地
区
理
事 

齋
藤
正
広 

（
新
山
） 

部
会
員 

 
村
山
地
区
安
協
大
倉
支
部
南
原
地
区
理
事 

遠
藤
正
人 

（
南
原
） 

部
会
協
力
員 

消
防
団
第
３
分
団
警
備
部
長 

鈴
木
孝
志 

（
行
川
） 

 

◆
長
寿
安
心
部
会 

部
会
長 
 

理
事 

 
 
 
 
 
 

鈴
木
達
夫 

（
中
沢
） 

副
部
会
長 

理
事 

 
 
 
 
 
 

奥
山
眞
一 

（
金
谷
） 

副
部
会
長 

大
倉
地
区
婦
人
会
会
長 

坂
部
秀
子 

（
林
崎
） 

副
部
会
長 

行
川
新
山
地
区
担
当
民
生
委
員 

平
山
久
夫 
（
行
川
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
婦
人
会
副
会
長 

鈴
木
幸
子 
（
大
上
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
婦
人
会
会
計 

林 

幹 
 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
婦
人
会
会
計 

鈴
木
ひ
ろ
子
（
行
川
） 

部
会
員 

 

大
上
地
区
婦
人
会
会
長 

齋
藤
吉
子 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

金
谷
地
区
婦
人
会
会
長 

早
坂
ユ
キ
子
（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
婦
人
会
会
長 

鈴
木
か
ず
み
（
行
川
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
婦
人
会
会
長 

櫻
井
厚
子 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
婦
人
会
会
長 

齋
藤
哲
子 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

南
原
地
区
婦
人
会
会
長 

遠
藤
富
美
子
（
南
原
） 

部
会
員 

 

大
上
地
区
担
当
民
生
委
員 

齋
藤
ケ
イ
子
（
大
上
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
担
当
民
生
委
員 

齋
藤
喜
芳 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

金
谷
南
原
地
区
担
当
民
生
委
員 

石
川
敬
悦 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
担
当
民
生
委
員 

櫻
井
和
子 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

大
倉
地
区
主
任
民
生
児
童
委
員 

渡
辺
勝
義 

（
金
谷
） 

 

◆
美
し
い
郷
景
観
部
会 

部
会
長 

 

理
事 

 
 
 
 
 
 

西
山 

眞 

（
大
上
） 

副
部
会
長 

理
事 

 
 
 
 
 
 

髙
橋
正
四 

（
南
原
） 

副
部
会
長 

中
沢
地
区
会
計 

    

笹
原
元
夫 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
副
会
長    

鈴
木
光
雄 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

新
山
地
区
副
会
長    

齋
藤 

栄 

（
新
山
） 

部
会
員 

 

南
原
地
区
副
会
長    

佐
藤 

通 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

大
上
地
区
会
計    

 

工
藤
芳
美 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

金
谷
地
区
会
計     

鳥
村 

進 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
会
計     

平
山
正
三 

（
行
川
） 

 

◆
ふ
る
さ
と
部
会 

部
会
長 

 

理
事 

 
 
 
 
 
 

髙
橋
正
四 

（
南
原
） 

副
部
会
長 

理
事 

 
 
 
 
 
 

西
山 

眞 

（
大
上
） 

副
部
会
長 

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員   

平
山
龍
一 

（
金
谷
） 

副
部
会
長 

大
倉
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

齋
藤
里
美 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

大
上
地
区
副
会
長    

奥
山
七
郎 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

金
谷
地
区
副
会
長    

早
坂
正
士 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
副
会
長    

鈴
木
勇
夫 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
副
会
長    

鈴
木
道
幸 

（
中
沢
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
会
計    

 

齋
藤 

隆 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 
新
山
地
区
会
計    

 

齋
藤
美
智
男
（
新
山
） 

部
会
員 

 
南
原
地
区
会
計    

 

土
田
一
夫 

（
南
原
） 

部
会
員 

 

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員   

五
十
嵐
美
香
（
行
川
） 

部
会
員 

 

大
上
地
区
体
育
指
導
員  

齋
藤 

実 

（
大
上
） 

部
会
員 

 

林
崎
地
区
体
育
指
導
員  

笹
原 

崇 

（
林
崎
） 

部
会
員 

 

金
谷
地
区
体
育
指
導
員  
早
坂
英
樹 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

金
谷
地
区
体
育
指
導
員  

辻
村
正
志 

（
金
谷
） 

部
会
員 

 

行
川
地
区
体
育
指
導
員  

鈴
木
拓
弥 

（
行
川
） 

部
会
員 

 

中
沢
地
区
体
育
指
導
員  

鈴
木
智
英 
（
中
沢
） 
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消
防
関
係
表
彰
受
章
者
と
新
入
団
員
の
お
知
ら
せ 

４
月 

日(
日)
に
開
催
さ
れ
た
消
防
大
演
習
に
お
い
て
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
る
団
員
及
び
大
倉

地
域
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
大
倉
地
域
の
受
章
者
は
左
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

あ
わ
せ
て
、
今
年
度
４
月
よ
り
第
三
分
団
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◆
山
形
県
知
事
表
彰 

【
特
別
功
労
章
】 

安
達
健
治 

【
功
労
章
】 

 
 

太
田
豊
幸 

【
功
績
章
】 

 
 

鈴
木
孝
志 

【
精
練
章
】 

 
 

齋
藤
善
美 

【
永
年
勤
続
退
団
者
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

齋
藤
昌
幸 

 
 
 
 
 
 
 
 

笹
原
俊
一 

 

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰 

【
勤
続
章
】 

 
 

鈴
木
慶
美 

 

◆
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰 

【
優
良
章
】 

 
 

石
川
真
二 

【
永
年
勤
続
章
】 

 

勤
続
二
十
五
年 

竹
村 

享 

 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木
正
一 

 
 
 
 
 
 
 
 

齋
藤
幸
市 

 

勤
続
二
十
年 

 

淀
川
善
浩 

 
 
 
 
 
 
 
 

林 

孝
志 

 
 
 
 
 
 
 
 

遠
藤
良
信 

 
 
 
 
 
 
 
 

髙
橋
清
悦 

勤
続
十
五
年 

 

鈴
木
明
義 

 
 
 
 
 
 
 

安
達
正
和 

 

◆
村
山
市
長
表
彰 

【
優
良
消
防
団
員
】
平
山
龍
一 

 
 
 
 
 
 
 
 

兵
庫
総
史 

【
一
般
協
力
者
】 

鈴
木 

緑 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
金
谷
地
区
） 

 

◆
村
山
市
消
防
団
長
表
彰 

【
無
火
災
分
団
】 

第
三
分
団 

【
優
良
団
員
】 

 

鈴
木
慶
将 

 

◆
村
山
市
長
表
彰 

【
退
団
者
感
謝
状
】
鈴
木
康
男 

様 

齋
藤
伸
治 

様 

鈴
木
正
一 

様 
   

◇
大
倉
地
区
消
防
後
援
会
長
表
彰 

【
感
謝
状
】 

 
 

鈴
木
康
男 

様 

齋
藤
伸
治 

様 

【
退
団
者
】 

警
備
部
長 

 
 

鈴
木
康
男 

 

第
一
部
二
班
長 

齋
藤
伸
治 

 

第
三
部
一
班
員 

鈴
木
正
一 

 

女
性
消
防
団
員 

折
原
千
晶 

 

第
一
部
二
班
員 

石
川
正
樹 

 

【
昇
格
・
新
任
幹
部
】 

 

警
備
部
長 

 
 

鈴
木
孝
志 

 

第
二
部
長 

 
 

鈴
木 

進 

 

第
一
部
二
班
長 

鈴
木 

浩 

 
第
二
部
班
長 

 

鈴
木
哲
也 

 

【
新
入
団
員
】 

 

第
一
部
二
班
員 

奥
山 

潤 

 

第
二
部
班
員 

 

安
孫
子
大
地 

 

第
三
部
一
班
員 

鈴
木
忠
広 

 

第
三
部
二
班
員 
齋
藤
優
貴 

計
画
見
直
し
の
た
め
の 

検
討
委
員
を 

公
募
し
ま
す
。 

  

大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
大
倉
地
域
の
目
指

す
将
来
の
姿
に
つ
い
て
、
よ
り
住
み
よ
い
大
倉
を
目
指
す
べ
く
、

大
倉
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画(

地
域
計
画)

【
美
し
い
郷
「
お
お
く
ら
」

を
め
ざ
し
て
】
を
平
成 

年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
計
画
は
平
成 

年
度
か
ら
平
成 

年
度
ま
で
の
目
標
で
し

た
が
、
４
年
目
と
な
る
本
年
度
に
見
直
し
を
行
い
、
村
山
市
の 

第
５
次
総
合
計
画
策
定
に
合
わ
せ
、
地
域
の
目
標
を
市
の
計
画
に

反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
る
も
の
で
す
。 

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
具
体
的

な
大
倉
の
姿
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

検
討
委
員
と
し
て
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、 

 

５
月 

日(

月)

ま
で
、
大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
名
前
・ 

地
区
名
・
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

（
電
話 

５
５-

２
４
１
７
） 

 

検
討
期
間
は
、
５
月
下
旬
か
ら 

月
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

 
※
街
づ
く
り
協
議
会
の
本
年
度
事
業
等
は
次
号
で
掲
載
し
ま
す
。 

28 

大
倉
地
域
「
地
域
計
画
」
を 

見
直
し
ま
す 

22 

26 

11 

21 

20 



 

  25 年度 

 回収日程 

  大倉地域 

 

  1 回目 

  6月30日(日) 

  2 回目 

  11月17日(日) 

  3 回目 

   3月2日(日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○お
○知
○ら
○せ 

～
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
に
～ 

資
源
回
収
が
行
わ
れ
ま
す 

 

楯
岡
中
学
校
生
徒
・
楯
岡
小
学
校
大
倉
地
域
児
童
に

よ
る
春
の
資
源
回
収
が
行
わ
れ
ま
す
。 

ま
と
め
方
・
回
収
時
間
を
守
っ
て
効
率
的
な
回
収
が

で
き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

期
日 

 

５
月 

日(

日)

朝 

詳
し
く
は
、
配
布
さ
れ
る
資
源 

回
収
の
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ 

さ
い
。 

 

※
回
収
に
よ
り
得
ら
れ
た
資
金 

は
中
学
校
生
徒
会
の
活
動
や
、 

大
倉
地
域
の
子
供
た
ち
の
活
動 

に
す
べ
て
使
わ
れ
ま
す
。 

 

「
お
お
く
ら 

市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
に
は
、
各
種
お
知

ら
せ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ま
が
載
せ
た
い
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

取
材
等
も
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

移
動
図
書
館
カ
フ
ェ
が
や
っ
て
き
ま
す 

 移
動
図
書
館
カ
フ
ェ
を
４
月
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。 

毎
月
１
回
第
１
土
曜
日
に
自
動
車
文
庫
「
は
や
ま
号
」

が
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
や
っ
て
き
ま
す
。 

市
民
セ
ン
タ
ー
前
の
木
陰
で
、
お
茶
や
お
菓
子
を 

楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

移動図書館カフェ 
12：00～13：00 

5 月  4 日(土) 6 月  1 日(土) 7 月  6 日(土)  

 8 月  3 日(土) 9 月  7 日(土) 10 月  5 日(土)  

11 月  2 日(土) 11月 30 日(土) 12 月はお休み   

1 月 11 日(土) 2 月   1 日(土) 3 月  1 日(土)  
 

はやま号は、音楽を鳴らし、

お知らせしながらやってき

ます。 
 
本の借り方は市立図書館と

一緒ですが、10 冊まで約 1

ケ月間借りられる特典付き

です。 

◇読みたい本を、あなただけのために持ってきてくれ

ます。市立図書館へお申し付けください。 

 ☏ 55-2833 

 

古
タ
イ
ヤ
・廃
バ
ッ
テ
リ
ー
の 

回
収
を
行
い
ま
し
た
。 

 ４
月 

日(

土)

に
、
楯
岡
・
西
郷
・
大
倉
・
袖
崎
４

地
域
合
同
に
よ
る
「
古
タ
イ
ヤ
・
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
回
収
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
４
地
域
の
環
境
関
係
部 

会
が
地
域
の
丌
法
投
棄
防
止
対
策
の 

た
め
に
行
い
ま
し
た
。 

今
後
も
、
大
倉
地
域
元
気
な
街
づ 

く
り
協
議
会
美
し
い
郷
景
観
部
会
で 

は
定
期
的
に
大
倉
全
地
域
を
巡
回
し 

丌
法
投
棄
の
監
視
を
続
け
ま
す
。 

 ご
協
力
お
願
い
！ 

金
谷
運
動
広
場
駐
車
場
粉
じ
ん
対
策 

 大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協
議
会 

美
し
い
郷 

景
観
部
会
で
は
、
冬
期
間
雪
捨
て
場
と
な
っ
て
い
た 

金
谷
運
動
広
場
駐
車
場
の
粉
じ
ん
除
去
作
業
を
行
い

ま
す
。 

毎
年
、
駐
車
場
の
雪
解
け
後
に
は
多
く
の
粉
じ
ん
が

舞
い
、
運
動
広
場
周
辺
の
金
谷
地
区
住
民
の
方
々
は
洗

濯
物
も
乾
せ
な
い
状
況
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

地
域
の
方
々
の
生
活
環
境
の
早
期
改
善
の
た
め
、 

皆
さ
ま
方
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

期
日 

５
月 

日(

日) 

午
前
５
時 

分
か
ら 

竹
ホ
ウ
キ
・
角
ス
コ
ッ
プ
・
マ
ス
ク
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

雑
が
み
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、
雑
が
み
回
収
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 【
回
収
対
象
の
雑
が
み
は
、
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
牛
乳
パ
ッ

ク
等
の
紙
パ
ッ
ク
以
外
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
で
す
。
例
え
ば
、

空
き
箱
・
包
装
紙
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
封
筒
・
プ
リ
ン
ト
等
で
す
。
】 

紙
袋
や
大
き
め
の
封
筒
に
入
れ
て
、
朝
８
時
ま
で
に
燃
や
せ
る
ゴ

ミ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

12 

ヒ
ト
デ
の
化
石
が
県
立
博
物
館
へ 

 大
倉
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
、
大
倉
小 

学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
た
「
ヒ
ト
デ 

の
化
石
」(

県
指
定
文
化
財)

が
、
県
立 

博
物
館(

山
形
市
霞
城
町)

に
移
り
ま
し 

た
。 小

学
校
閉
校
に
伴
い
、
文
化
財
管
理 

の
安
全
面
を
考
え
な
が
ら
、
大
変
貴
重 

な
文
化
財
が
よ
り
多
く
の
方
の
目
に
触 

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

27 

26 

30 


